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CiscoACIファブリックをパブリッククラウドに拡張する
CiscoApplicationCentric Infrastructure（ACI）プライベートクラウドを所有しているお客様は、
パブリッククラウドでワークロードの一部を実行することがあります。ただし、ワークロード

をパブリッククラウドに移行するには、別のインターフェイスを操作し、接続を設定してセ

キュリティポリシーを定義するさまざまな方法を学習する必要があります。これらの課題に対

処すると、運用コストが増加し、一貫性が失われる可能性があります。

Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）リリース4.1（1）以降では、Cisco ACI
は Cisco Cloud APICを使用してマルチサイトファブリックをAmazon Web Services（AWS）パ
ブリッククラウドに拡張できます。

APICリリース 4.2(1)以降では、Cisco ACIは Cisco Cloud APICを使用して、マルチサイトファ
ブリックをMicrosoft Azureパブリッククラウドに拡張することもできます。

Cisco Cloud APICとは

Cisco Cloud APICは、クラウドベースの仮想マシン（VM）に導入できる Cisco APICのソフト
ウェアコンポーネントです。Cisco Cloud APICは次の機能を提供します。

• Amazon AWSまたはMicrosoft Azureパブリッククラウドと対話するための既存のインター
フェイスと同様のインターフェイスを提供します。Cisco APIC

•クラウド接続の展開と設定を自動化します。
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•クラウドルータコントロールプレーンを設定します。

•オンプレミス Cisco ACIファブリックとクラウドサイト間のデータパスを設定します。

• Cisco ACIポリシーをクラウドネイティブポリシーに変換します。

•エンドポイントを検出します。

Cisco ACI Extensionからパブリッククラウドへのメリットを享受するには

Cisco Cloud APICはパブリッククラウドへの Cisco ACI拡張の重要な部分です。Cisco Cloud
APICは、オンプレミスのデータセンターまたはパブリッククラウドの両方またはいずれかに
展開されたワークロードに対して一貫したポリシー、セキュリティ、および分析を提供しま

す。

パブリッククラウドへのCiscoACI拡張は、オンプレミスのデータセンターとパブリッククラ
ウド間の自動接続を提供し、プロビジョニングとモニタリングを容易にします。また、オンプ

レミスのデータセンターとパブリッククラウド間、またはクラウドサイト間でポリシーを管

理、監視、およびトラブルシューティングするための単一のポイントを提供します。

Azureガバメントサポート

リリース4.2（3）以降では、オンプレミスからクラウドへの接続（ハイブリッドクラウドおよ
びハイブリッドマルチクラウド）、クラウドサイトからクラウドへの接続（マルチクラウド）、

およびシングルクラウドの設定について、AzureGovernmentをサポートしています。（クラウ
ドファースト）。Cisco Cloud APIC

Cisco Cloud APIC次のAzure政府リージョンをサポートします。

• US DoDセントラル

• US DoD東部

•米国政府、アリゾナ州

•米国政府、テキサス州

•米国政府、バージニア州

CiscoACIファブリックをパブリッククラウドに拡張する
ためのコンポーネント

マルチサイトファブリックをMicrosoft Azureパブリッククラウドに拡張するには、それぞれ
に固有のロールを持つ複数のコンポーネントが必要です。

次の図はアーキテクチャの内容を示していますCisco Cloud APIC。
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図 1 : Cisco Cloud APICのアーキテクチャ

オンプレミスデータセンターコンポーネント

Cisco ACIファブリックおよび Cisco APIC

Cisco ACIでは、アプリケーション要件でネットワークを定義できます。このアーキテクチャ
により、アプリケーションの導入ライフサイクル全体がシンプルになって最適化され、短時間

で完了します。Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）の主要コンポーネント
です。CiscoACIこれにより、アプリケーションは、ネットワーク、コンピューティング、およ
びストレージ機能を含むセキュアで共有された高性能リソースプールに直接接続できます。

マルチサイトおよびマルチサイトオーケストレータ/Cisco Nexus Dashboard Orchestrator

マルチサイトは、プログラムを利用してアプリケーションがネットワーク要件を定義すること

を可能にするアーキテクチャです。このアーキテクチャにより、アプリケーションの展開が簡

素化・最適化され、そして促進されます。CiscoCloudAPICを使用してファブリックをパブリッ
ククラウドに拡張するには、マルチサイトをインストールする必要があります。

詳細については、Cisco.comのマルチサイトのマニュアルおよびこのガイドのマルチサイトの
構成情報を参照してください。

Cisco Nexus Dashboard Orchestrator（NDO）は、複数のファブリック（サイト）で複数の Cisco
Application Policy Infrastructure Controller（APIC）のインスタンスを管理します。

CiscoACIファブリックをパブリッククラウドに拡張すると、CiscoNexusDashboardOrchestrator
はオンプレミスのデータセンターとパブリッククラウド間の接続を作成します。マルチサイト
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を使用して、オンプレミスのデータセンターとパブリッククラウド全体にテナントを作成しま

す。

オンプレミスCiscoACIファブリックを設定する必要があります。ファブリック外部接続
ポリシーを作成し、マルチサイトに必要なオーバーレイTEPおよびその他の情報を定義
します。また、マルチサイトアーキテクチャにオンプレミス Cisco ACIファブリックを
追加する必要があります。Cisco.comで『CiscoACIマルチサイト構成ガイド』を参照して
ください。

（注）

詳細については、Cisco.comのマルチサイトのマニュアルおよびこのガイドのマルチサイトの
構成情報を参照してください。

IPセキュリティ（IPSec）ルータ

Microsoft Azureのオンプレミスサイトとクラウドサイトの間でIPsec接続を確立するには、イン
ターネットプロトコルセキュリティ（IPsec）対応のルータが必要です。

Azureパブリッククラウドコンポーネント

Cisco Cloud APIC

Cisco Cloud APICは次のアクションを実行します。

•パブリッククラウド上のサイトを定義し、クラウドインフラ仮想ネットワーク（VNET）
をプロビジョニングし、すべてのリージョンで CCRを管理します。

•パブリッククラウドでポリシーモデルをレンダリングし、クラウドの健全性を管理しま
す。Cisco ACI

詳細については、『Cisco Cloud APIC Release Notes』を参照してください。

CCR

CCRは、仮想およびクラウド環境で包括的なWANゲートウェイとネットワークサービスを提
供します。CCRにより、企業はWANをプロバイダーがホストするクラウドに拡張できます。
Cisco Cloud APICソリューションには 2つの CCRが必要です。

Cisco Cloud APICで使用する CCRのタイプは、リリースによって異なります。

• 25.0(3)までのリリースでは、Cisco Cloud APICは CSR 1000vをクラウドサービスルータ
として使用します。このCCRの詳細については、Cisco CSR 1000vのマニュアルを参照し
てください。

•リリース 25.0(3)以降、Cisco Cloud APICでは Cisco Catalyst 8000Vをクラウドサービス
ルータとして使用します。このCCRの詳細については、Cisco CSR 8000vのマニュアルを
参照してください。

Microsoft Azureパブリッククラウド

Microsoft Azureは、コンピューティング、ストレージ、ネットワーク、データベースなどのオ
ンデマンドサービスを提供するクラウドベースのプラットフォームです。Azureのサブスクラ
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イバは、ワークロードを実行できる仮想コンピュータにインターネット経由でアクセスできま

す。

詳細については、Microsoft AzureのWebサイトのマニュアルを参照してください。

オンプレミスデータセンターとパブリッククラウド間の接続

IPsec VPN

パブリックにルーティング可能なIPアドレスを含み、Microsoft Azure接続に十分な帯域幅を持
つ、IPsecルータからのVPNとのインターネット接続が必要です。

管理接続

オンプレミスのデータセンターの Nexus Dashboard OrchestratorとMicrosoft Azureパブリック
クラウドの Cisco Cloud APICの間に管理接続が必要です。

サポートされているクラウドコンピューティングプラッ

トフォームと接続オプション
CiscoCloudAPICは、次のクラウドコンピューティングプラットフォームをサポートしていま
す。

•リリース 4.1(1)の Cisco Cloud APICの初期リリースの一部として、オンプレミスからクラ
ウドへの接続、またハイブリッドクラウドに対するサポートが提供されており、シスコ

Cisco Nexus Dashboard Orchestratorを使用してオンプレミス Cisco ACIサイトをAmazon
AWSパブリッククラウドへ拡張することができます。

•リリース 4.2(1)以降、Cisco Cisco Nexus Dashboard Orchestratorを使用してオンプレミス
Cisco ACIサイトをMicrosoft Azureパブリッククラウドに拡張できるようになりました。
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• Cisco CiscoNexusDashboardOrchestratorを使用してオンプレミスCiscoACIサイトをGoogle
Cloudパブリッククラウドに拡張するためのサポートを利用できます。

CiscoNexusDashboardOrchestratorを使用して、次のコンポーネント間の接続を確立することも
できます。

•オンプレミスからクラウドへの接続：

•次のパブリッククラウドサイトの接続：

•オンプレミス Cisco ACIおよび Amazon AWSパブリッククラウドサイト

•オンプレミスおよびMicrosoft AzureパブリッククラウドサイトCisco ACI

•オンプレミス Cisco ACIと Google Cloudパブリッククラウドサイト

•オンプレミスからシングルクラウドサイトへの接続（ハイブリッドクラウド）

•オンプレミスから複数のクラウドサイトへの接続（ハイブリッドマルチクラウド）

•クラウドサイト間接続（マルチクラウド）：

• Amazon AWSパブリッククラウドサイト間（Amazon AWSパブリッククラウドサイト
からAmazon AWSパブリッククラウドサイト）

• MicrosoftAzureパブリッククラウドサイト間（MicrosoftAzureパブリッククラウドサイ
トからMicrosoft Azureパブリッククラウドサイト）

• Google Cloudパブリッククラウドサイト間（Google Cloudパブリッククラウドサイ
トから Google Cloudパブリッククラウドサイトへ）

• Amazon AWS、Microsoft Azure、および Google Cloudパブリッククラウドサイト間

概要

6

概要

サポートされているクラウドコンピューティングプラットフォームと接続オプション



さらに、シングルクラウド設定（Cloud First）もサポートされます。

ポリシーの用語
CiscoCloudAPICの主要な機能は、パブリッククラウドのネイティブコンストラクトへのCisco
Application Centric Infrastructure（ACI）ポリシーの変換です。

Cisco ACIとMicrosoft Azure間のポリシーマッピング

次の表に、Microsoft Azureのポリシー用語と同等の用語を示します。Cisco ACI

AzureCisco ACI

リソースグループテナント（リージョン、VRF）

仮想ネットワークVirtual Routing and Forwarding（VRF）

サブネットBDサブネット

アウトバウンドルール、インバウンドルール契約、フィルタ

アプリケーションセキュリティグループ

（ASG）、ネットワークセキュリティグルー
プ（NSG）

EPから EPGへのマッピング

VMインスタンスのネットワークアダプタエンドポイント

テナント、ID、およびサブスクリプションについて
AzureにはActiveDirectory構造があります。最上位レベルの構造は組織であり、その下にディレ
クトリ（Azureテナントとも呼ばれます）があります。ディレクトリ内には、1つ以上のAzure
サブスクリプションを設定できます。

特定のAzureコンポーネント間の関係は次のとおりです。

テナントサブスクリプションリソースグループリソース > > >

それぞれの説明は次のとおりです。
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• 1つのテナントは複数のサブスクリプションを持つことができますが、各サブスクリプショ
ンは1つのテナントにのみ属することができます。

• 1つのサブスクリプションに複数のリソースグループを含めることができますが、各リソー
スグループは1つのサブスクリプションにのみ属することができます。

• 1つのリソースグループは複数のリソースを持つことができますが、各リソースは1つのサ
ブスクリプションにのみ属することができます。

次のセクションでは、これらのコンポーネントについて詳しく説明します。

• AzureとコンポーネントのマッピングCloud APIC（8ページ）

• Azureサブスクリプションについて（8ページ）

•テナントとアイデンティティについて（8ページ）

AzureとコンポーネントのマッピングCloud APIC

Cloud APICでは、各Azureリソースグループは 1つのテナントにマッピングされ、1つのテナ
ントが複数の Azureリソースグループを持つことができます。Cloud APICCloud APIC

特定のコンポーネント間の関係は次のとおりです。Cloud APIC

テナントVRFリージョン > >

でVRFを作成すると、新しいリソースグループもAzureに作成されます。Cloud APIC

Azureサブスクリプションについて

Azureサブスクリプションは、Azureクラウドサービスの支払いに使用されます。Azureサブス
クリプションには、Azure Active Directory（Azure AD）との信頼関係があり、Azure ADを使用
してユーザ、サービス、およびデバイスを認証します。複数のサブスクリプションは同じAzure
ADを信頼できますが、各サブスクリプションは1つのAzure ADのみを信頼できます。

Azureでは、同じAzureサブスクリプションIDを複数のACIファブリックテナントに使用できま
す。これは、1つのAzureサブスクリプションを使用してインフラテナントを設定し、同じサブ
スクリプションで複数のユーザテナントを設定できることを意味します。ACIテナントはAzure
サブスクリプションに関連付けられています。

テナントとアイデンティティについて

Azureおよびで使用できるさまざまなタイプのテナントとIDを次に示します。Cloud APIC
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リリース5.2（1）より前のリリースでは、管理対象アイデンティティのみがインフラテナ
ントのアクセスタイプとしてサポートされ、管理対象アイデンティティとサービスプリ

ンシパルの両方がユーザテナントのアクセスタイプとしてサポートされていました。

リリース5.2（1）以降、マネージドアイデンティティとサービスプリンシパルの両方が、
インフラテナントとユーザテナントのアクセスタイプとしてサポートされるようになり

ました。

（注）

マネージドアイデンティティ

マネージドアイデンティティは、AzureAD認証をサポートするリソースに接続するときに使用
するアプリケーションのアイデンティティを提供します。アプリケーションは管理対象IDを使
用してAzureADトークンを取得できます。たとえば、開発者が安全な方法でクレデンシャルを
保存したり、ストレージアカウントにアクセスしたりするために、アプリケーションでマネー

ジドアイデンティティを使用してAzure KeyVaultなどのリソースにアクセスできます。
https://docs.microsoft.com/en-us/azure/key-vault/general/overview

管理対象IDを使用する利点は次のとおりです。

•クレデンシャルにはアクセスできないため、クレデンシャルを管理する必要はありませ
ん。

•マネージドIDを使用して、独自のアプリケーションを含むAzureAD認証をサポートする任
意のリソースを認証できます。

•マネージドIDは追加コストなしで使用できます。

Azureの管理対象アイデンティティの詳細については、以下を参照してください。

https://docs.microsoft.com/en-us/azure/active-directory/managed-identities-azure-resources/overview

管理対象アイデンティティを使用してでテナントを設定する場合は、Azureポータルとで次の
設定を行います。Cloud APICCloud APIC

1. Azureポータルで、仮想マシンのロール割り当てを追加します。このオプションは、Azure
サブスクリプションが（同じ組織の）同じAzureディレクトリにある場合に使用します。

Azureサブスクリプションが異なるディレクトリにあり、マネージドIDを使用してテナン
トを設定する場合は、Azureコンソールに移動し、各サブスクリプションをクリックして
同じAzureディレクトリの下にサブスクリプションを移動できます。これは、（異なるサ
ブスクリプションを含む）ディレクトリが同じ親組織の子である場合にのみ実行できま

す。

（注）

仮想マシンのAzureにロール割り当てを追加する手順については、を参照してください。仮
想マシンへのロール割り当ての追加
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2. では、でテナントを設定するときに[Create Your Own Managed Identity]オプションを選択し
ます。CloudAPICCloudAPICこのオプションは、の手順を使用してGUIで設定します。Cloud
APICテナントの設定

サービスプリンシパル（Service Principal）

Azureサービスプリンシパルは、Azureリソースにアクセスするためのアプリケーション、ホス
テッドサービス、および自動化ツールで使用するために作成されたIDです。異なるサブスクリ
プションでテナントを設定する場合は、サービスプリンシパルIDを使用します。サブスクリプ
ションが同じ組織内の異なる Azureディレクトリ（Azureテナント）にあるか、サブスクリプ
ションが異なる組織にある可能性があります。

サービスプリンシパルを使用してでテナントを設定する場合は、Azureポータルとで次の設定
を行います。Cloud APICCloud APIC

1. Azureポータルで、アプリケーションのロール割り当てを追加します。この場合、クラウド
リソースは特定のアプリケーションを介して管理されます。

アプリにAzureのロール割り当てを追加する手順については、を参照してください。アプリ
へのロール割り当ての追加

2. では、テナントを設定するときに [サービスプリンシパル（Service Principal）]オプショ
ンを選択します。Cloud APICCloud APICこのページに入力するサブスクリプションは、同
じ組織内の異なるAzureディレクトリ（Azureテナント）に配置することも、異なる組織に
配置することもできます。このオプションは、Cloud APICの手順を使用してテナントの
設定 GUIで設定します。

共有テナント

Azureサブスクリプションを上記の2つの方法のいずれかにすでに関連付けており、そのサブス
クリプションにさらにテナントを作成する場合は、このオプションを選択します。

でテナントを共有テナントとして設定する場合は、Azureポータルとで次の設定を行います。
Cloud APICCloud APIC

1. 上記の2つの方法のいずれかでAzureサブスクリプションをすでに関連付けているため、
Azureで共有テナント専用の設定を行う必要はありません。共有テナントでは、既存のサブ
スクリプションにさらにテナントを作成します。

2. では、テナントを設定するときに[共有（Shared）]オプションを選択します。CloudAPICCloud
APICこのオプションは、Cloud APICの手順を使用してテナントの設定 GUIで設定しま
す。

Cisco Cloud APICライセンシング
ここでは、使用するライセンシング要件Cisco Cloud Application Policy Infrastructure Controller
（APIC）を示します。
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Cisco Cloud APICと Cisco Cloudルータ

このセクションのライセンス情報は、リリース 25.0(3)より前のリリースで使用されてい
た Cisco Cloud Services Router 1000vに特に適用されます。リリース 25.0(3)以降で使用さ
れる Cisco Catalyst 8000Vのライセンス情報については、Cisco Catalyst 8000V（12ペー
ジ）を参照してください。

（注）

シスコが管理する各仮想マシン（VM）インスタンスごとのシスコライセンス。Cisco Cloud
APICバイナリイメージはMicrosoftAzureポータルで利用可能で、BringYourOwnLicense（BYOL）
モデルをサポートしています。Cisco Cloud APIC

Essentials Cloud階層には、パブリッククラウド上の単一のポリシードメイン用または単一の
Cisco Cloud APICインスタンス用のライセンスが含まれています。の複数のインスタンスを展
開する場合は、管理するVMインスタンスごとにAdvantage Cloudライセンスを購入します。
Cisco Cloud APICCisco Cloud APIC

ライセンスの詳細は、『Cisco Application Centric Infrastructure Ordering Guide』を参照してくだ
さい。

1つ以上のCiscoCloudAPICライセンスを取得することに加えて、Cisco Smart Software Licensing
に Cisco Cloud APICおよび CCRを登録する必要があります。

シスコのスマートライセンスは、複数のシスコ製品間でソフトウェアライセンスを管理する

統合ライセンス管理システムです。スマートソフトウェアライセンシングの詳細については、

https：//www.cisco.com/go/smartlicensingを参照してください。

Cisco Cloud APICおよび CCRを登録するためのステップは以下のとおりです。

1. 製品がインターネットにアクセスできること、またはネットワーク上にインストールされ
た Smart Software Managerサテライトにアクセスできることを確認してください。

2. スマートアカウントにログインします。

1. Smart Software Manager : https://software.cisco.com/

2. Smart Software Managerサテライト:
https://www.cisco.com/c/en/us/buy/smart-accounts/software-manager-satellite.html

3. この製品インスタンスで使用するライセンスが含まれている仮想アカウントに移動しま
す。

4. 製品インスタンスの登録トークン（これによりスマートアカウントを識別）を生成し、そ
のトークンをコピーするか、または保存します。
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Cisco Cloud APICは、Cisco Cloud APICセットアップウィザードの [ルータのスループッ
ト（Throughput of the routers）]フィールドで選択した設定に基づいて、適切なサイズの
CCRを展開します。詳細については、Azureパブリッククラウドの要件およびセットアッ
プウィザードを使用した Cisco Cloud APICの設定を参照してください。

（注）

将来のある時点で展開から CCRを削除すると（GUIまたはクラウドコンソールまたは
ポータルを使用して CCRを削除することにより）、CCRスマートライセンスサーバー
がそのCCRから切断されます。Cisco Cloud APIC削除されたCCRインスタンスは 90日間
は失効としてマークされ、その期間は他の新しい CCRによってライセンスを再利用でき
ません。

この状況を回避するには、「CiscoCSR1000vライセンスの再ホスト」の手順を使用して、
CSR 1000vライセンスを再ホストします。

（注）

Cisco Catalyst 8000V

リリース 25.0(4)以降、Cisco Cloud APIC上の Cisco Catalyst 8000Vは次のライセンスモデルを
サポートしています。

1. 所有ライセンス持ち込み（BYOL）ライセンスモデル

2. ペイアズユーゴー（PAYG）ライセンスモデル

25.0(4)より前のリリースの場合、Cisco Cloud APIC上の Cisco Catalyst 8000Vは、所有ラ
イセンス持ち込み（BYOL）ライセンスモデルのみをサポートします。

（注）

BYOLライセンスモデル

Cisco Catalyst 8000Vは、サブスクリプションベースのライセンスをサポートしています。

•ティアベースのCiscoCatalyst 8000Vライセンスの 1つにサブスクライブする手順について
は、Cisco Catalyst 8000V Edgeソフトウェアを参照してください。

•階層に基づくさまざまなスループットの詳細については、Cisco Cloud APIC for Azure User
Guide、リリース 25.0(1)-25.0(4)以降を参照してください。

Cisco Cloud APICは「Cisco DNA Advantage」サブスクリプションを利用します。「Cisco DNA
Advantage」サブスクリプションでサポートされる機能については、Cisco DNAソフトウェア
SD-WANおよびルーティングマトリックスを参照してください。

PAYGライセンスモデル
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25.0(4)リリース以降、CiscoCloudAPICはCiscoCatalyst 8000Vでのペイアズユーゴー（PAYG）
ライセンスモデルをサポートしています。これにより、ユーザは VMサイズに基づいてクラ
ウドに Catalyst 8000Vインスタンスを展開し、時間単位で使用料を購入できます。

スループットを得るために VMサイズに完全に依存しているため、PAYGライセンスモデル
を有効にするには、まず現在の Cisco Catalyst 8000Vの展開を解除してから、新しい VMサイ
ズでの初回セットアップを使用して再度展開します。詳細については、セットアップウィザー

ドを使用した Cisco Cloud APICの設定を参照してください。

使用可能な 2つのライセンスタイプを切り替える場合は、PAYGライセンスを有効にす
る手順も使用できます。

（注）

Azure Marketplaceでライセンスを消費するための 2つの PAYGオプションがあります。
Catalyst 8000V Cisco DNA Essentialsと Catalyst 8000V Cisco DNA Advantageです。Cisco
Cloud APICは、Catalyst 8000V Cisco DNA Advantageを利用します。「Cisco DNA
Advantage」サブスクリプションでサポートされる機能については、CiscoDNAソフトウェ
ア SD-WANおよびルーティングマトリックスを参照してください。

（注）

Cisco Cloud APICおよびオンプレミス ACIライセンスの概要

•オンプレミス Cisco ACIサイトのすべてのリーフスイッチのライセンス要件：

• Cisco ACIオンプレミスサイトが単一サイトの場合、オンプレミスリーフスイッチに
は Essentialsライセンス階層（またはそれ以上）を使用します。

• Cisco ACIオンプレミスサイトがマルチサイトの場合、オンプレミスリーフスイッチ
には Advantageライセンス階層（またはそれ以上）を使用します。

• Cloud APICインスタンスによって管理されるすべての VMインスタンスのライセンス要
件：

•クラウド上の Cisco ACIに Cloud APICが 1つしかない場合は、Cloud ACIに Essentials
クラウドライセンス層（またはそれ以上）を使用します。

•クラウド上のCisco ACIにCloud APICが 1つ以上ある場合は、Cloud ACIにAdvantage
クラウドライセンス階層（またはそれ以上）を使用します。

Microsoft Azure

リリースに応じて、Microsoft Azure Marketplaceから登録する必要があります。

•リリース 25.0(3)までのリリースでは、Cisco Cloud Services Router（CSR）1000V-BYOL
for Maximum Performanceに登録します。

•リリース 25.0(3)以降では、 Cisco Catalyst 8000V Edge Software - BYOLに登録します。
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•リリース 25.0(4)以降では、 Cisco Catalyst 8000V Edge Software - PAYGに登録します。

MicrosoftAzureMarketplaceからサブスクライブするには、の手順に従ってください。CCRのサ
ブスクライブ

Cisco Cloud APIC関連のマニュアル
CiscoCloudApplication Policy Infrastructure Controller（APIC）、マルチサイト、およびMicrosoft
Azureに関する情報は、さまざまなリソースから入手できます。

シスコのドキュメント

Cisco.comでシスコ製品のマニュアルを参照してください。

• Cisco Cloud APICのドキュメントライブラリ

ビデオ、リリースノート、基礎、インストール、設定、およびユーザガイドが含まれて

います。

• Nexusダッシュボードのドキュメント

ビデオ、リリースノート、インストール、設定、およびユーザガイドが含まれています。

• CCRのドキュメント

リリースノート、コマンドリファレンス、データシート、インストール、アップグレー

ド、および設定ガイドが含まれています。

Microsoft Azureのマニュアル

Microsoft Azure Webサイトで、ユーザガイド、FAQ、ケーススタディ、ホワイトペーパーな
どのドキュメントを検索できます。
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翻訳について
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